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「
食品工学研究所の活動を振り返つて
東北地方の産業構造は食品産業の占める割合が極めて高い。そのため,食品力日工における技術の
高度化が強く求められている。食品工学研究所は, このような状況の中で地元産業界の要望を受け
てぅバイオテクノロジーなどによる最先端の食品工学の研究を目的として1988年に設立された。
現在の研究組織は,所長と専任教授 1名,そして各学科との兼任6名の計8名で構成されている。
主な研究分野として,“高付加価値食品の開発",“新規酵素の開発",“微生物による環境保全",そ
して“食品加工で発生する廃棄物の再利用"などがある。地域との連携を重視して,八戸インテリ
ジェントプラザなどからの受託研究や助成研究を始めとして,地元企業への技術指導も行って来た。
最近では,ホタテ貝殻セラミックスの有効利用に関する産学共同研究を精力的に進めるなど,成果
を上げている。研究所での各分野における最新の研究内容は,本誌の中で詳しく紹介している。毎
年行われる研究所巡りの行事では,研究室の公開と講演会を開いて地域の産業界との交流を図って
来た。教育面でも本学の教育の一端を担っており,全学科を対象とした生物系の教養科目や化学実
験,そして4年生の卒業研修の一部を分担して来た。
2002年4月からは,エネルギーエ学科を主体として生物・食品および環境・化学系を取り込んだ
「生物県境化学工学科」が誕生する。この新学科開設に当っては,本研究所は人的および研究・教
育設備の面で大きく貢献している。今後も急激に変化する社会のエーズに合った研究組織にするた
め,改組も視野に入れた発展的な取り組みを進めていく。
ここに, これまで多くの研究・教育成果を上げて来られた研究所員の方々,そして多大なご支援
を頂いた学内外の方々に心より感謝申し上げます。
平成14年2月
八戸工業大学 食品工学研究所
所長 岡村 隆成
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